
令和7年度補正予算 地域の事業者間連携を通じた物流生産性向上推進事業

【事業実施背景】 
五ヶ瀬町では、観光特産品の需要が町外で一定存在しているものの、九州中央自動車道の整備が途上のエリアであることなど地理的制約に伴う物
流コストの増加や、事業者ごとの小規模出荷による輸送効率の低下が課題となっているため、地域経済維持・活性化においては物流生産性向上が急
務となっている。

五ヶ瀬町における観光特産品物流効率化検討事業

事業概要

事業内容

協議会名：五ヶ瀬町観光特産品等の輸送効率化検討協議会

• 五ヶ瀬町における観光特産品物流について、個社単位の輸送から地域事業者間連携によ
る共同輸配送・中継輸送への転換可能性を検証。

• 現在工事の進む五ヶ瀬高千穂道路および将来的な九州中央自動車道の全線開通を見据
えた五ヶ瀬町の物流ネットワークを調査し、中長期的な計画も併せて整理。

Point

協議会構成員
五ヶ瀬町、五ケ瀬ワイナリー株式会社、特定非営利活動法
人ごかせ観光協会

想定事業実施効果

五ヶ瀬町を含む近隣エ
リアの物流効率化実現

町内特産品輸送における
ドライバー拘束時間10％削減
およびコスト/販路3%削減

観光関連収入増加
五ヶ瀬ワイナリーやその他観光特
産品の利益10%向上

町の魅力向上による町
民の生活の質向上

町民アンケートの生活に関する回
答結果10%向上

関係人口増加
連携事業者のみならず観光やビジ
ネス（物流経由含む）で来訪やリ
モートで関わる人数が5%増加

地域産業における持続
可能性向上

物流ネットワークにおける再エネ
利活用などが実現

※事業初期段階での仮説であり、今後精緻化予定
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